
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

狛江 理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養うこと

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

観察，実験を行い，基本操作を習得するとともにそれら
の過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象
を科学的に探究する技能を身に付けること
自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則
を理解し，知識を身に付けること

観察，実験を行い，基本操作を習得するととも
にそれらの過程や結果を的確に記録，整理し，
自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身
に付けること

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，科学的態度を
身に付けること

数研出版　物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に
つけること

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養うこと

態
配当
時数

１
学
期

物理量の測定と扱い方
【知識及び技能】
 ・ 有効数字の意味を理解し，測定値の計
算ができること。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 誤差が生じる原因を理解し，有効数字の
桁数を考えることができること。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 物理の基礎となる内容について，意欲的
に学習しようとすること。

・ 物理量，数値，数式のそれぞれ
の表し方を理解する。
・ 誤差と有効数字を理解し，測定
値の計算に取り組む。

【知識及び技能】
・ 有効数字の意味を理解し，測定値の計算が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 誤差が生じる原因を理解し，有効数字の桁
数を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 物理の基礎となる内容について，意欲的に
学習しようとする。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8○○○

【知識及び技能】
・ 波の速さや振動数，波長など，基本的な波
に関する物理量を理解する。
・ 横波，縦波の違いを理解し，縦波の横波表
示ができる。
・ 波の重ねあわせと独立性について理解す
る。
・ 波の伝わり方を，実験から物質の移動では
なく，媒質の振動が移動することを理解す
る。
・ 定常波の実験から，波の重ねあわせ，定常
波の振幅と腹と節の関係などを理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・ 波は媒質の振動が移動する現象であること
を理解する。
・ 横波，縦波を学習し，波の特徴をイメージ
することができる。
・ 波が重なりあうときのようすをイメージす
ることができる。
・ 波の反射を学習し，固定端と自由端につい
ての違いを理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 身近に見られる波に興味を示し，波が移動
するとき何が伝わっているか考える。
・ 横波，縦波など波の基本的な性質に関心を
もち，それぞれの波の伝わり方の違いを考え
る。
・ 波と波が重なるようすなどに関心をもち，
波が重なるときや反射するときのしくみを考
える。
・ 波の自由端，固定端での各反射について，
意欲的に理解しようとする。

定期考査
○ ○ ○ 1

・ 正弦波と波，振幅，波長，周
期，振動数，媒質の振動など，波
の要素について学習する。
・ 横波，縦波の特徴や，波のエネ
ルギーについて理解する。
・ 重ねあわせの原理，波の独立
性，定常波，波の反射，固定端反
射，自由端反射について学習す
る。

波の性質
【知識及び技能】
・ 波の速さや振動数，波長など，基本的な
波に関する物理量を理解すること。
・ 横波，縦波の違いを理解し，縦波の横波
表示ができること。
・ 波の重ねあわせと独立性について理解す
ること。
・ 波の伝わり方を，実験から物質の移動で
はなく，媒質の振動が移動することを理解
すること。
・ 定常波の実験から，波の重ねあわせ，定
常波の振幅と腹と節の関係などを理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 波は媒質の振動が移動する現象であるこ
とを理解すること。
・ 横波，縦波を学習し，波の特徴をイメー
ジすることができること。
・ 波が重なりあうときのようすをイメージ
することができること。
・ 波の反射を学習し，固定端と自由端につ
いての違いを理解すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 身近に見られる波に興味を示し，波が移
動するとき何が伝わっているか考えるこ
と。
・ 横波，縦波など波の基本的な性質に関心
をもち，それぞれの波の伝わり方の違いを
考えること。
・ 波と波が重なるようすなどに関心をも
ち，波が重なるときや反射するときのしく
みを考えること。
・ 波の自由端，固定端での各反射につい
て，意欲的に理解しようとすること。



１
学
期

1
定期考査

○ ○ ○
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音波
【知識及び技能】
・ 音が縦波であり，波の性質をもつことを
理解すること。
・ 音の重ねあわせから，うなりの現象を理
解すること。
・ 弦が振動するときのしくみや，共鳴管が
共鳴するしくみを理解し，共振，共鳴の公
式を利用することができること。
・ うなりのようすを観察し，音の大小が繰
り返されることを理解すること。
・ 弦の振動から，振動数と弦の長さ，弦を
伝わる波の速さとの関係を理解すること。
・ 気柱の共鳴から，振動数と，共鳴する位
置の関係を理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
・ 音が波であることを，波の諸現象である
反射などからとらえること。
・ 弦の振動や気柱の共鳴を学習し，音が強
めあう振動数や，弦や気柱の長さなどを求
めること。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 音の伝わるようすや，音が波であること
に関心をもつこと。
・ 楽器から出る音のしくみなどに関心をも
ち，共振・共鳴について考えること。

・ 音の速さ，音の3要素，音の反
射，うなりなど，音波の性質や伝
わり方について理解する。
・ 共振，共鳴，弦の固有振動，気
柱の共鳴など，物体の振動につい
て学習する。

【知識及び技能】
・ 音が縦波であり，波の性質をもつことを理
解する。
・ 音の重ねあわせから，うなりの現象を理解
する。
・ 弦が振動するときのしくみや，共鳴管が共
鳴するしくみを理解し，共振，共鳴の公式を
利用することができる。
・ うなりのようすを観察し，音の大小が繰り
返されることを理解する。
・ 弦の振動から，振動数と弦の長さ，弦を伝
わる波の速さとの関係を理解する。
・ 気柱の共鳴から，振動数と，共鳴する位置
の関係を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・ 音が波であることを，波の諸現象である反
射などからとらえる。
・ 弦の振動や気柱の共鳴を学習し，音が強め
あう振動数や，弦や気柱の長さなどを求め
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 音の伝わるようすや，音が波であることに
関心をもつ。
・ ギターやトランペットなど，楽器から出る
音のしくみなどに関心をもち，共振・共鳴に
ついて考える。

○ ○ ○

7○○○

【知識・技能】
・ 物体の運動に関する基本的な公式を理解す
る。
・ 速度の合成や，相対速度の公式を理解す
る。
・ 加速度に関する基本的な公式を理解する。
・ 等加速度直線運動の公式を理解する。
・ 落下する物体の運動は，鉛直下向きの加速
度をもつ等加速度運動であることを理解す
る。
・一定の距離を走ったときの時間を測定する
ことで，平均の速さを計算できることを確認
する。
・ 速度と時間の関係から加速度を求め，自動
車の各瞬間における加速度を調べる。
・ 自由落下する物体の運動を解析し，それが
等加速度直線運動であることを確認する。
・ 水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と同
じになることを確認する。

【思考・判断・表現】
・ 物体の運動を表す変位や速度を，その公式
からとらえ，考えることができる。
・ 等加速度直線運動の加速度を，その公式か
らとらえ，考えることができる。
・ 連続写真などから，落下する物体の加速度
を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 物体の運動を表すにはどのような方法があ
るか，科学的に理解する意欲をもって学習に
取り組む。
・ 変位・速度・加速度の関係について，科学
的に理解する意欲をもって学習に取り組む。
・ 物体が落下するときのようすなどに関心を
もち，それらの現象を物理的に考えようとす
る。

・ 物体の変位や速度などの表し方
について，直線運動を中心に理解
する。直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度についても
扱う。
・ 直線運動を中心に物体の加速度
を理解する。
・ 物体が空中を落下するときの運
動を調べ，その特徴を理解する。

物体の運動
【知識・技能】
・ 物体の運動に関する基本的な公式を理解
すること。
・ 速度の合成や，相対速度の公式を理解す
ること。
・ 加速度に関する基本的な公式を理解する
こと。
・ 等加速度直線運動の公式を理解するこ
と。
・ 落下する物体の運動は，鉛直下向きの加
速度をもつ等加速度運動であることを理解
すること。
・一定の距離を走ったときの時間を測定す
ることで，平均の速さを計算できることを
確認すること。
・ 速度と時間の関係から加速度を求め，自
動車の各瞬間における加速度を調べるこ
と。
・ 自由落下する物体の運動を解析し，それ
が等加速度直線運動であることを確認する
こと。
・ 水平投射の鉛直方向の運動が自由落下と
同じになることを確認すること。

【思考・判断・表現】
・ 物体の運動を表す変位や速度を，その公
式からとらえ，考えることができること。
・ 等加速度直線運動の加速度を，その公式
からとらえ，考えることができること。
・ 連続写真などから，落下する物体の加速
度を考えることができること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 物体の運動を表すにはどのような方法が
あるか，科学的に理解する意欲をもって学
習に取り組むこと。
・ 変位・速度・加速度の関係について，科
学的に理解する意欲をもって学習に取り組
むこと。
・ 物体が落下するときのようすなどに関心
をもち，それらの現象を物理的に考えよう
とすること。



２
学
期

〇〇

【知識・技能】
・ さまざまな力の特徴を理解し，空間を隔て
てはたらく力についても理解する。
・ 質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力
を計算する。
・ 力の合成・分解，つりあいを理解する。
・ 作用・反作用とつりあう２力との違いを理
解する。
・ 複数のばねはかりを用いて，物体に異なる
方向の力を加えたとき，はたらく力に，平行
四辺形の法則が成り立つことを確認する。
・ ばねはかりを用いて，空気中，水中のそれ
ぞれでおもりの重さを測定し，浮力の大きさ
について考察する。

【思考・判断・表現】
・ 重力，摩擦力，弾性力など，さまざまな力
の特徴をとらえ，どのように力がおよぼされ
るかを考えることができる。
・ 物体にはたらく力を，ベクトルを用いて合
成，分解することができる。
・ 物体の運動状態から，はたらく力を考える
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 力がはたらくときの物体に及ぼす影響につ
いて関心をもち，力のはたらきを物理的にと
らえようとする。
・ 物体が異なる方向に複数の力を受けると
き，その力のはたらきについて，物理的に考
えようとする。

・ 中学校の学習内容を復習し，観
察や実験を通して，物体にさまざ
まな力がはたらくことを理解す
る。
・ 中学校の学習内容を発展させ，
物体にはたらく力の合成・分解を
ベクトルを用いて扱い，つりあい
について理解を深める。
・ 作用・反作用の法則を扱い，つ
りあう２力との違いを理解する。
・ 水圧と浮力の関係について理解
する。

力のはたらきとつりあい
【知識・技能】
・ さまざまな力の特徴を理解し，空間を隔
ててはたらく力についても理解すること。
・ 質量と重さの違いを理解し，重力，弾性
力を計算すること。
・ 力の合成・分解，つりあいを理解すこと
る。
・ 作用・反作用とつりあう２力との違いを
理解すること。
・ 複数のばねはかりを用いて，物体に異な
る方向の力を加えたとき，はたらく力に，
平行四辺形の法則が成り立つことを確認す
ること。
・ ばねはかりを用いて，空気中，水中のそ
れぞれでおもりの重さを測定し，浮力の大
きさについて考察すること。

【思考・判断・表現】
・ 重力，摩擦力，弾性力など，さまざまな
力の特徴をとらえ，どのように力がおよぼ
されるかを考えることができること。
・ 物体にはたらく力を，ベクトルを用いて
合成，分解することができること。
・ 物体の運動状態から，はたらく力を考え
ることができること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 力がはたらくときの物体に及ぼす影響に
ついて関心をもち，力のはたらきを物理的
にとらえようとすること。
・ 物体が異なる方向に複数の力を受けると
き，その力のはたらきについて，物理的に
考えようとすること。

1
定期考査

○ ○ ○
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【知識・技能】
・ 慣性や，慣性の法則を理解する。
・ いろいろな条件のもとで，物体のはたらく
力を求め，運動方程式を立てることができ
る。
・ 摩擦力の大きさを計算で求められる
・ おもりをつるした糸の引き方によって，お
もりの慣性について調べる。
・ 探究活動を通じて，力と運動に関する法則
性が導かれることを確認する
　
【思考・判断・表現】
・ 実験データを分析しながら，力と加速度の
関係，質量と加速度の関係について理解す
る。
・ 物体にはたらくすべての力を求め，物体ご
とに運動方程式を考える。
・ 物体の運動状態から摩擦力などの大きさを
考える。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 物体の運動に興味を示し，その法則性を物
理的に理解しようとする。
・ 運動方程式に関心をもち，その利用法を意
欲的に習得しようとする。
・ 摩擦力などの抵抗力の性質を理解しようと
する。

・ 運動の3法則について観察や実
験を通して理解する。
・ 運動方程式の立て方について学
習し，斜面上の運動，連結した物
体の運動など，さまざまな運動状
態における運動方程式の立て方を
理解する。

運動の法則
【知識・技能】
・ 慣性や，慣性の法則を理解すること。
・ いろいろな条件のもとで，物体のはたら
く力を求め，運動方程式を立てることがで
きること。
・ 摩擦力の大きさを計算で求められること
・ おもりをつるした糸の引き方によって，
おもりの慣性について調べること。
・ 探究活動を通じて，力と運動に関する法
則性が導かれることを確認すること
　
【思考・判断・表現】
・ 実験データを分析しながら，力と加速度
の関係，質量と加速度の関係について理解
すること。
・ 物体にはたらくすべての力を求め，物体
ごとに運動方程式を考えること。
・ 物体の運動状態から摩擦力などの大きさ
を考えること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ 物体の運動に興味を示し，その法則性を
物理的に理解しようとすること。
・ 運動方程式に関心をもち，その利用法を
意欲的に習得しようとすること。
・ 摩擦力などの抵抗力の性質を理解しよう
とすること。

6〇



定期考査
○ ○

仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】
・ 仕事の求め方，道具を使用しても仕事の
量は変化しないことを理解すること。
・ 仕事率が単位時間で行う仕事量であるこ
とを理解すること。
・ 物体のもつ運動エネルギーと物体にする
仕事との関係を理解すること。
・ 弾性エネルギーの公式を理解すること。
・ 位置エネルギーがする仕事は，2点のエ
ネルギーの差で求められることを理解する
こと。
・ 保存力のみがはたらく場合，力学的エネ
ルギーが保存されることを理解すること。
・ 力と移動距離の関係を実験を通して確認
し，道具を用いた場合でも，仕事の量は変
わらないことを理解すること。
・ 弾性力による位置エネルギーが重力によ
る位置エネルギーに変換するとき，エネル
ギーが保存されることを確認すること。
・ 重力のみがはたらく場合，運動エネル
ギーと位置エネルギーがどのように変化す
るか理解すること。
・ 動摩擦力がはたらくとき，動摩擦力がし
た仕事の量だけ力学的エネルギーが減少す
ることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 物体にはたらく力，物体が移動する向き
と距離が仕事とどのような関係にあるか学
習し，仕事の原理を理解すること。
・ 仕事とエネルギーの変化に，どのような
関係があるか考えることができること。
・ 基準点と物体がもつ位置エネルギーの関
係を理解すること。
・ 物体がされる仕事と運動エネルギーの変
化の式から，力学的エネルギー保存の法則
を導くことができること。
・ 物体の力学的エネルギーと，保存力以外
の力がする仕事との関係を考えること。

【学びに向かう力、人間性等】
・ ｢仕事｣に関心をもち，仕事を物理量とし
て考えようとすること。
・ 運動がもつエネルギーを意欲的に考える
こと。
・ 運動エネルギーと位置エネルギーについ
て，どのような関係があるか関心をもつこ
と。
・ 摩擦力などの保存力以外の力が物体に仕
事をしたとき，力学的エネルギーがどのよ
うになるか，物理的にとらえようとするこ
と。

【知識及び技能】
・ 仕事の求め方，道具を使用しても仕事の量
は変化しないことを理解する。
・ 仕事率が単位時間で行う仕事量であること
を理解する。
・ 物体のもつ運動エネルギーと物体にする仕
事との関係を理解する。
・ 弾性エネルギーの公式を理解する。
・ 位置エネルギーがする仕事は，2点のエネ
ルギーの差で求められることを理解する。
・ 保存力のみがはたらく場合，力学的エネル
ギーが保存されることを理解する。
・ 力と移動距離の関係を実験を通して確認
し，道具を用いた場合でも，仕事の量は変わ
らないことを理解する。
・ 弾性力による位置エネルギーが重力による
位置エネルギーに変換するとき，エネルギー
が保存されることを確認する。
・ 重力のみがはたらく場合，運動エネルギー
と位置エネルギーがどのように変化するか理
解する。
・ 動摩擦力がはたらくとき，動摩擦力がした
仕事の量だけ力学的エネルギーが減少するこ
とを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・ 物体にはたらく力，物体が移動する向きと
距離が仕事とどのような関係にあるか学習
し，仕事の原理を理解する。
・ 仕事とエネルギーの変化に，どのような関
係があるか考えることができる。
・ 基準点と物体がもつ位置エネルギーの関係
を理解する。
・ 物体がされる仕事と運動エネルギーの変化
の式から，力学的エネルギー保存の法則を導
くことができる。
・ 物体の力学的エネルギーと，保存力以外の
力がする仕事との関係を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
・ ｢仕事｣に関心をもち，仕事を物理量として
考えようとする。
・ 運動がもつエネルギーを意欲的に考える。
・ 運動エネルギーと位置エネルギーについ
て，どのような関係があるか関心をもつ。
・ 摩擦力などの保存力以外の力が物体に仕事
をしたとき，力学的エネルギーがどのように
なるか，物理的にとらえようとする。

○ 13

○ 1

・ 仕事，仕事の原理，仕事率を学
習し，物理における｢仕事｣につい
て理解する。
・ 運動エネルギー，重力による位
置エネルギー，弾性力による位置
エネルギー，保存力を学習し，運
動エネルギーや位置エネルギーの
変化について，式を用いて理解す
る。
・ 力学的エネルギーの保存につい
て理解する。

○ ○



３
学
期

・ 熱運動，セルシウス温度，絶対
温度を学習し，温度について理解
する。
・ 熱と熱量を学習したのち，熱平
衡，潜熱，比熱，熱容量，熱量の
保存について理解する。
・ 熱と仕事が同等であることを学
習し，内部エネルギー，熱力学の
第1法則を理解する。
・ さまざまなエネルギーの移り変
わを学習したのち，エネルギーの
保存について理解する。
・ 熱機関と熱効率を学習し，可逆
変化と不可逆変化について理解す
る。
・ 気体の圧力，大気圧について理
解する。
・ 運動エネルギー，重力による位
置エネルギー，弾性力による位置
エネルギー，保存力を学習し，運
動エネルギーや位置エネルギーの
変化について，式を用いて理解す
る。
・ 力学的エネルギーの保存につい
て理解する。

熱とエネルギー
【知識及び技能】
・ 熱運動と温度との関係を理解すること。
・ セルシウス温度と絶対温度の関係，絶対
温度の必要性について理解すること。
・ 熱の概念を理解し，物の温まり方に違い
があることを理解すること。
・ 外部と熱のやり取りがないとき，熱量は
保存されることを理解すること。
・ 熱力学の第1法則より，物体の内部エネ
ルギーの変化と，物体が外部から受ける
熱，仕事との関係を理解すること。
・ 熱が関わる変換は不可逆であることを理
解すること。
・ ブラウン運動を観察し，構成粒子の熱運
動を理解すること。
・ 物質や質量によって温まり方が異なるこ
とを，実験を通して理解すること。
・ 外部と熱のやり取りがないとき，熱量の
保存から物質の比熱を測定できることを理
解すること。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・ セルシウス温度と絶対温度を学習し，そ
れぞれの関係を理解すること。
・ 温度の異なる物体が接すると熱が移動す
ること，物体によって温まり方が異なるこ
となど，熱の移動に関することを考えるこ
とができること。
・ 物質の三態と熱運動の関係を考えるこ
と。
・ 熱がエネルギーの一形態であることを理
解すること。
・ エネルギーの変換を学習し，エネルギー
は変換するときに利用されることを理解す
ること。
・ 熱機関を学習し，熱のすべてを仕事に利
用できないことを理解すること。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 日常よく使われる｢温度｣に関心をもち，
温度と熱との関係を物理的に考えること。
・ 熱とはどういうものか興味をもち，熱と
エネルギーとの関係について科学的に考え
る意欲を示すこと。
・ 熱や仕事の関係について関心をもち，熱
と仕事，内部エネルギーとの関係を考える
意欲を示すこと。
・ エネルギーを利用する過程に興味を示
し，エネルギーの変換について考えるこ
と。

【知識及び技能】
・ 熱運動と温度との関係を理解する。
・ セルシウス温度と絶対温度の関係，絶対温
度の必要性について理解する。
・ 熱の概念を理解し，物の温まり方に違いが
あることを理解する。
・ 外部と熱のやり取りがないとき，熱量は保
存されることを理解する。
・ 熱力学の第1法則より，物体の内部エネル
ギーの変化と，物体が外部から受ける熱，仕
事との関係を理解する。
・ 熱が関わる変換は不可逆であることを理解
する。
・ ブラウン運動を観察し，構成粒子の熱運動
を理解する。
・ 物質や質量によって温まり方が異なること
を，実験を通して理解する。
・ 外部と熱のやり取りがないとき，熱量の保
存から物質の比熱を測定できることを理解す
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・ セルシウス温度と絶対温度を学習し，それ
ぞれの関係を理解する。
・ 温度の異なる物体が接すると熱が移動する
こと，物体によって温まり方が異なることな
ど，熱の移動に関することを考えることがで
きる。
・ 物質の三態と熱運動の関係を考える。
・ 熱がエネルギーの一形態であることを理解
する。
・ エネルギーの変換を学習し，エネルギーは
変換するときに利用されることを理解する。
・ 熱機関を学習し，熱のすべてを仕事に利用
できないことを理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・ 日常よく使われる｢温度｣に関心をもち，温
度と熱との関係を物理的に考える。
・ 熱とはどういうものか興味をもち，熱とエ
ネルギーとの関係について科学的に考える意
欲を示す。
・ 熱や仕事の関係について関心をもち，熱と
仕事，内部エネルギーとの関係を考える意欲
を示す。
・ エネルギーを利用する過程に興味を示し，
エネルギーの変換について考える。

1

合計

70

定期考査
○ ○ ○
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